
・ク2〃年の事であった．ノκ卿め・砂糖織焙の魚激な衰退減り・雛凱

♂蜘硫三三・三三働％厩嫉久澱入は圭七三
入で占めら才tたが、その滝驚くべき発展を錘け“一合塚国への乾くの移氏；を受

．λれα轍繍　を手始めK、ノ蝕庁葺にば藤逸から，更に伊太須レ

から勤ていろ・現在市内に興・脚傭’4・磁厩ノ九磁拡簿堺

回し蹄雄剣祉めている・即ちだ擢痴晒の欄粥繍
の　央と：特徴ばヌ．宗教に伴・うそれで・もあったが、現在でぱ、：三界各国から

広く黒ワ、大体全入げのゾ2が外囲人であろ。更に珍くの恩人：鍵を回れろ：二

ど脈き卸吻輔椥よ嬬とぼやってきたが榔蜘偏必ノ・臨
が反奴蘇潮のΨ心となつだ焔ジ三沢集まり、／95〃年記ンザスーぐ．30万を超

え現在増加の一途を辿．つていろ，或しUよ宗教即に相容れぬ理庸で放浪の民ピ

なったユダヤ人毛三三の地：を求めて集まり現在3ヲ万以上を数え・β胤四七ゑ

の父，月一4）擶Uた夢9宗教：釣に宅入三三にも完全なろ自由”沫、今尚旧き：

ていろ。．

こう破μ鰯淋β轟ど群掴檀麟の㈱ヒし℃
：米匿と共に歩み濫発、上して家たとeつても過言でばなUだろう・ノ7ク6年ク

月4日の独立二丁，／78ク年払法発布，ノ7aタ耳茅／国頃会．／ク7右～／ダ〃〃

年，二三政箭首府となるなビ、二二最大の都市どして、他に追使を蒜さなか

蛎芸総噸総画嚇詳∵灘や溝蕎懸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　擁舶，車画．桟械．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，航・堅；桟奪1圭な蛮二三，毛，繕絨三等繊維工業．或い遂．

工業が発：達していろ

　又寝．カ㌧な文イと二布・としても重要であろ，三日末日し黒い肌め三三」をアピー

ルした紬伽二三や濡鰭麓砂臨」・てぬ濾・
吻一志一鞭を擁すろβ編・ψ燃伽ん痴一如ば
蘇補す勲のメツが謙痂壱♂顧蒐ゐゲ／伽・ニゲ毛切
名を遷．叙に藷っても㌦弓。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（や八回生．荘フィラデルフィ「ア）

地理研究会創立どその一年

：地理研究会会員

　春もだけなあの三月、三宅がなんとなく野山へ鍵力・げたくなっていた。し

かし．ひとたび巡検を綴展した地理蒙劇ことって、ありきたりのハイキング

　　　　　　　　　　　　　　　・G6）



購んとし嬬蘇1ほし憾ぴがすろ・・rん、な瞭弼纏㌧ブπ7頒
．断獄でも↓’つしょにできろ同劒イ中嗣がいだらどんなにい．い潤うう・．1∵

・そんな考えが舳獅撫働機とな！タ禰気投飢た二濠年牢の数入がr中

摺となって琿備がすすめ甥た，細結累・葡入甥迎席上ゐ’コマご．シ繍

ど，なり＿五月ナーヨにぱ汁一回の会を崩くに：到つだ，

　目的としては．フ河’ルドにでる横会を多くする箏の外，教察で碍た麹識

を突際に撰ってみる共固謁査を行う事ご地理豪科内の綾のつながりを票鑑に

すろ甥を・もつ事∵若枝のサークルとニタ／1アッフβす多ことllて：よワ、’自らの向上

を1まカ％峯響が皆えられちそ，してこの二年危っかしし曝どりではあった

1が．会員数二十，名前後を保埼しながら落1 ｮを続けてぎたのだった。三ナ五犀

庚共固調査のデーマば嘔尊覧を1よさむ二村麹八目朱の初鹿町合宿ば、依

和君の青少年会鋸を鋸鮫として、ほぼ塗組重が一文客どおり寝便を二共にした芝

泊黒汗であった。魂蛇調査するにあだり宙．燃、異・俗．、集箔，．縫蒼の厨班を編

拠却残暑のきび硫観のよろず犀で毛、とめた鯨遍羅擁が欄
かウタ方まで歩きまわり、管つか飢て囎ってきたヵ難も不鵜爆管をすろ煮

まいなかった。むしろ数刀の揃しい経駿と自ら主入墨と、なったエピソードを

藷すのに。消燈までの騎両が短かすぎる遣いだった。ご：二にそのうちの一つ’

薦↑舅と焔瓢の樋脇笈融く濃鵡勧て日く「幼劃の
≠駄何です帳簿て旨く「ここら辺1，1（や泥紬却ませんよ・斥の外・

』・ソチハ巧クをする嚇ぱ与を挙げてニッコリぼぽえむ第，過食晦鉱業家の斬

を借りろと．概かが期諮＝できる華某々貴方な（？）教訓も得ら’れた。

　九月に入り、試験が終末迄環＝料の整覆期向どし．試験休みあげかう　蟹・奈

康示のための活動住になった．員・し会員だれもがつ芝繋ナ0菊藻を三っ

てUるわ・しく，展示ができ上ったのは徽蓄奈当日の朝†時，そ来で毛名物笹

写餅め」受売が一綬かつでか馳理研の展示は：か：なり熔評だつたどuう華だ。

　ばじめの計画で1ま共同調’査の外に営時活動どして読書会レ研究会，他衣サ

ークルとのエクスカーシヨソなど計凱ていたが喫際Kは東犬地文研どめヰ

葉流山超倹乙　r地形図の戌リ立ど職方」；を読み嫁じめた程度で・まだまだ不

落発．悩みば凝鴻毛知識右多い三、回想の会員が少い二どで『 ??A読書会に

しても適切なチユ一様…にめぐまれず藩臣をかこっていろ。’ヌ．この会を池

麹料以外にオープンと：すべきか否か．などこ4）一年を土台・としてこれからの

在り知て広まだまだ検討を加えろ余地力頼ると冤われう．鶴りに麦冒に御

翻の方の入会細細劫増感醐鵬を捷きだく帥がし嘩上げ≠す

G7）．


